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▽�

頭
山
翁
は
じ
め
玄
洋
社
物
故
者
を
慰
霊

＝
２
面

▽�

司
書
公
追
悼
会
に
参
列
者
多
数
＝
３
面

▽�

福
岡
だ
よ
り
―
九
州
北
部
豪
雨
の
大
き

な
爪
痕
＝
４
面

▽�

進
藤
邦
彦
理
事
ご
逝
去
＝
５
面

剛
太
郎
理
事
長
は
、
神
事
が

終
わ
っ
た
あ
と
の
挨
拶
で
次

の
よ
う
に
述
べ
た
。

　

中
野
先
生
は
、
最
初
の
選

挙
で
は
落
選
し
た
が
、
大
正

九
年
の
衆
議
院
議
員
選
挙
で

初
当
選
さ
れ
、
以
後
昭
和
十

七
年
ま
で
八
回
連
続
で
当
選

さ
れ
た
。
十
七
年
の
選
挙
で

は
福
岡
市
民
の
支
持
を
受
け

最
高
点
で
当
選
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
東
條
英
機
に
対

す
る
批
判
を
強
め
、
同
十
八

年
十
月
二
十
六
日
、
憲
兵
隊

の
取
り
調
べ
を
受
け
帰
宅
さ

れ
た
日
の
深
夜
、
腹
を
切
っ

て
世
論
を
喚
起
さ
れ
た
。

　

中
野
先
生
は
政
治
家
と
し

て
、
人
と
し
て
ど
う
あ
る
べ

き
か
を
常
に
考
え
て
お
ら
れ

た
。
政
界
、
経
済
界
、
産
業

界
に
問
題
が
多
発
す
る
今

日
、
わ
れ
わ
れ
も
、
日
本
人

と
し
て
い
か
に
あ
る
べ
き
か

を
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
と
思

っ
て
い
る
。

　

憂
国
の
政
治
家
、
中
野
正

剛
先
生
を
顕
彰
す
る
「
中
野

正
剛
先
生
顕
彰
祭
」
が
昨
年

十
月
二
十
一
日
、
中
野
先
生

の
銅
像
が
あ
る
福
岡
市
中
央

区
今
川
一
丁
目
の
鳥
飼
八
幡

宮
で
斎
行
さ
れ
た
。

　

中
野
正
剛
先
生
顕
彰
会
の

主
催
。
約
四
十
人
が
参
列
し

た
。
通
常
は
、
銅
像
の
前
で

行
わ
れ
る
が
、
こ
の
日
は
天

候
の
悪
化
が
伝
え
ら
れ
た
た

め
、
同
八
幡
宮
の
参
集
殿
を

会
場
に
し
た
。

　

同
八
幡
宮
の
山
内
勝
二
郎

宮
司
を
祭
主
に
祝
詞
奏
上
、

玉
串
奉
奠
な
ど
の
神
事
が
厳

か
に
進
め
ら
れ
た
。
こ
の
あ

と
、
直
会
（
な
お
ら
い
）
が

開
か
れ
た
。
食
事
を
楽
し
み

な
が
ら
、
中
野
先
生
の
ご
偉

業
な
ど
を
語
り
合
っ
た
。

　

顕
彰
祭
が
斎
行
さ
れ
た
の

は
、
第
四
十
八
回
衆
議
院
議

員
選
挙
の
投
開
票
日
の
前
日

だ
っ
た
。
同
顕
彰
会
の
吉
村
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久
光
は
何
か
に
つ
け
て
長
溥
を
た
よ
り
に
し
て
い
た
。

長
溥
は
薩
摩
の
島
津
の
出
で
久
光
と
そ
の
異
母
兄
・
島
津

斉
彬
（
な
り
あ
き
ら
）
に
と
っ
て
は
大
叔
父
で
あ
っ
た
。

（
長
溥
は
島
津
重
豪
の
末
子
。
斉
彬
、
久
光
は
重
豪
の
曾

孫
で
あ
る
）
つ
ま
り
長
溥
は
島
津
斉
彬
、
久
光
兄
弟
の
お

じ
い
さ
ん
格
に
当
た
る
の
だ
が
、
年
齢
で
は
長
溥
は
斉
彬

よ
り
二
歳
年
下
、
久
光
よ
り
六
歳
年
長
で
あ
っ
た
。

　

薩
摩
藩
主
・
忠
義
は
若
年
で
あ
り
、
国
父
と
し
て
実
権

を
握
っ
て
い
る
久
光
が
最
も
近
い
親
族
で
英
明
の
誉
れ
高

い
黒
田
長
溥
に
頼
っ
た
の
も
当
然
で
あ
る
。

　

黒
田
長
溥
と
島
津
斉
彬
、
久
光
の
間
に
は
親
族
と
い
う

こ
と
だ
け
で
な
く
深
い
因
縁
が
あ
っ
た
。

　

幕
末
の
薩
摩
藩
で
は
第
十
代
藩
主
・
斉
興（
な
り
お
き
）

の
継
嗣
問
題
で
斉
彬
派
と
久
光
派
に
分
か
れ
て
陰
惨
な
お

家
騒
動
が
起
こ
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
は
お
由
良
騒
動
と
も
い
わ
れ
る
。（
お
由
良
は
斉

興
の
側
室
で
久
光
の
実
母
。
久
光
を
藩
主
に
し
た
い
た
め

に
お
由
良
一
派
が
策
動
し
た
と
い
う
の
で
、
こ
う
呼
ば
れ

る
）

　

こ
の
騒
動
で
藩
内
は
二
つ
に
分
か
れ
る
の
だ
が
西
郷
隆

盛
、
大
久
保
利
通
ら
は
斉
彬
派
で
久
光
と
対
立
し
た
。
西

郷
は
久
光
の
暗
殺
を
考
え
た
こ
と
も
あ
る
。

　

騒
ぎ
が
大
き
く
な
っ
て
斉
興
―
久
光
派
に
弾
圧
さ
れ
て

藩
外
に
脱
出
し
た
人
々
を
長
溥
は
筑
前
に
か
く
ま
っ
て
や

　

頭
山
満
翁
は
じ
め
玄
洋
社

物
故
諸
先
覚
の
慰
霊
祭
が
昨

年
十
月
一
日
、
玄
洋
社
墓
地

　

一
般
財
団
法
人
明
道
会

（
山
崎
拓
理
事
長
）
の
主
催

で
、
頭
山
翁
の
曾
孫
、
頭
山

晋
太
郎
氏
は
じ
め
玄
洋
社
ゆ

か
り
の
人
な
ど
約
三
十
人
が

参
列
し
た
。

　

祭
壇
に
頭
山
翁
の
木
像
が

据
え
ら
れ
た
本
堂
で
、
岩
月

海
洞
住
職
を
導
師
に
読
経
が

あ
り
、
参
列
者
が
焼
香
。
先

覚
を
顕
彰
、
慰
霊
し
た
。

　

挨
拶
に
立
っ
た
山
崎
理
事

長
は
、
こ
の
年
も
慰
霊
祭
を

滞
り
な
く
終
え
ら
れ
た
こ
と

に
謝
意
を
表
し
た
。
ま
た
、

ち
ょ
う
ど
、
衆
議
院
議
員
選

挙
の
公
示
を
九
日
後
に
控
え

た
時
期
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
安
倍
晋
三
首
相
の
「
日

本
は
国
難
に
直
面
し
て
い

る
」
と
の
訴
え
を
引
い
て
、

「
玄
洋
社
は
、
ア
ジ
ア
は
一

つ
と
い
う
思
想
だ
っ
た
。
私

た
ち
も
、
そ
う
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
っ
た
」
と

述
べ
た
。

　
　
　
　
　

◇

　

二
〇
二
〇
年
に
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
が
開
催
さ
れ
る
が
、
慰
霊

祭
で
は
、
明
道
会
の
山
田
龍

蹊
理
事
が
「
後
世
に
継
承
さ

れ
る
べ
き
大
切
な
も
の
」
と

し
て
記
し
た
、
財
団
法
人
明

の
あ
る
崇
福
寺
（
福
岡
市
博

多
区
千
代
四
丁
目
）
で
執
り

行
わ
れ
た
。

道
会
の
初
代
理
事
長
で
、
前

回
、
一
九
六
四
年
開
催
の
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
組
織
委

員
会
会
長
を
務
め
た
安
川
第

五
郎
氏
（
明
治
十
九
年
～
昭

和
五
十
一
年
、
玄
洋
社
員
）

の
偉
業
を
伝
え
る
一
文
が
配

布
さ
れ
た
。

　

一
部
を
紹
介
す
る
。

　

安
川
氏
は
、
安
川
電
機
会

長
、
九
州
電
力
会
長
、
日
本

原
子
力
発
電
社
長
、
九
州
山

口
経
済
連
合
会
会
長
な
ど
多

彩
な
経
済
活
動
を
し
た
実
業

家
で
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

組
織
委
員
会
会
長
に
就
任
の

際
に
朝
日
新
聞
の
「
天
声
人

語
」
が
「
す
が
す
が
し
い
」

と
評
し
た
高
潔
な
人
柄
だ
っ

た
。

　

安
川
財
閥
の
創
始
者
、
安

川
敬
一
郎
氏
の
五
男
に
生
ま

れ
た
安
川
氏
は
修
猷
館
中
学

に
入
学
し
、
玄
洋
社
の
付
属

道
場
「
明
道
館
」
に
入
門
し

た
。
東
大
に
進
学
し
、
後
、

安
川
電
機
会
長
に
。

　

昭
和
二
十
五
年
に
、
戦
時

中
の
福
岡
大
空
襲
で
焼
け
た

明
道
館
の
再
建
に
乗
り
出

す
。
仮
道
場
を
経
て
昭
和
三

十
七
年
、現
在
の
明
道
館（
福

岡
市
中
央
区
赤
坂
一
丁
目
）

の
落
成
を
迎
え
た
。

厳
粛
に
執
り
行
わ
れ
た
慰
霊
祭

崇　福　寺

〈13〉

試
練
の
時
代

柳　

猛
直

頭
山
満
と
玄
洋
社

題字は進藤一馬福岡市長

「
ア
ジ
ア
は
一
つ
」
忘
れ
ま
じ

玄
洋
社
物
故
者
を
慰
霊
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っ
た
こ
と
も
あ
る
。

　

こ
の
時
の
こ
と
も
あ
っ
て
西
郷
隆
盛
は
後
々
ま
で
長
溥

に
恩
義
を
感
じ
て
い
た
。
明
治
に
な
っ
て
か
ら
贋
札
事
件

で
築
前
藩
が
窮
地
に
立
っ
た
時
、
西
郷
は
親
身
に
な
っ
て

奔
走
し
て
い
る
。

　

お
由
良
騒
動
に
対
す
る
長
溥
の
態
度
は
薩
摩
藩
の
内
紛

を
心
か
ら
憂
慮
し
た
だ
け
で
特
に
斉
彬
を
助
け
た
り
久
光

を
排
除
し
た
わ
け
で
は
な
い
。

　

事
件
を
よ
く
知
っ
て
い
た
老
中
・
阿
部
正
弘
に
長
溥
は

「
薩
州
の
一
件
は
、
ご
親
族
の
こ
と
で
は
あ
ろ
う
が
、
あ

れ
ほ
ど
複
雑
に
恩
讐
が
か
ら
み
合
っ
た
も
の
を
、
ほ
か
か

ら
手
を
出
し
て
も
解
け
る
も
の
で
は
な
い
。
あ
な
た
も
手

を
お
引
き
に
な
る
が
よ
ろ
し
い
と
思
う
」
と
忠
告
を
受
け

て
い
る
。

　

長
溥
に
し
て
み
れ
ば
閣
老
が
見
放
し
た
も
の
を
自
分
も

手
を
引
い
て
し
ま
え
ば
薩
摩
は
ど
う
な
る
の
だ
と
い
う
気

持
ち
で
あ
っ
た
。

　

長
溥
が
虚
心
に
薩
摩
の
た
め
に
尽
力
し
て
く
れ
た
こ
と

は
久
光
に
も
、
よ
く
わ
か
っ
て
い
た
の
で
、
こ
と
が
落
着

し
た
あ
と
久
光
は
何
の
わ
だ
か
ま
り
も
な
く
長
溥
に
頼
っ

て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
西
郷
と
久
光
の
間
は
、
し
っ

く
り
い
か
ず
最
後
ま
で
仲
が
悪
か
っ
た
。

　

文
久
二
年
、
相
次
い
で
東
上
し
た
島
津
久
光
と
黒
田
長

溥
を
尊
攘
浪
士
た
ち
は
歓
喜
し
て
迎
え
た
。
彼
ら
の
盟
主

と
し
て
担
ご
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
長
溥
、
久
光

に
と
っ
て
迷
惑
千
万
な
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

そ
こ
か
ら
期
せ
ず
し
て
二
つ
の
事
件
が
起
こ
る
。
一
つ

は
表
面
は
い
っ
こ
う
に
華
々
し
く
な
い
長
溥
の
大
蔵
谷
回

駕
（
か
い
が
）
と
呼
ば
れ
る
事
件
。
も
う
一
つ
は
久
光
の

命
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
寺
田
屋
騒
動
で
あ
る
。
後
者
は
天

下
を
驚
か
し
た
大
事
件
だ
が
、
こ
の
二
つ
の
事
件
は
内
容

は
同
じ
種
類
の
も
の
で
あ
っ
た
。

　

長
溥
の
大
蔵
谷
回
駕
に
は
筑
前
勤
王
派
の
大
も
の
平
野

次
郎
国
臣
が
登
場
し
て
く
る
。 

（
こ
の
項
続
く
）

　

慶
応
元
年
、
筑
前
・
福
岡

藩
で
起
き
た
勤
皇
派
弾
圧
事

件
「
乙
丑
（
い
っ
ち
ゅ
う
）

の
獄
」
で
犠
牲
に
な
っ
た
家

老
、
加
藤
司
書
公
と
諸
烈
士

を
追
悼
す
る
会
が
、
司
書
公

の
命
日
に
当
た
る
昨
年
十
月

二
十
五
日
、
司
書
公
の
菩
提

寺
「
節
信
院
」（
福
岡
市
博

多
区
御
供
所
町
十
一
）
で
斎

行
さ
れ
た
。

　

没
後
百
五
十
年
以
上
を
経

た
今
日
も
司
書
公
の
ご
遺
徳

を
敬
う
思
い
は
薄
れ
ず
、
参

列
者
は
年
々
数
を
増
す
よ
う

で
、
こ
の
日
も
檀
家
や
司
書

公
を
崇
敬
す
る
人
た
ち
百
人

近
く
が
、
司
書
公
の
肖
像
画

と
木
像
が
祭
ら
れ
た
本
堂
を

埋
め
た
。

　

喜
納
浩
一
住
職
の
読
経
の

中
で
参
列
者
が
焼
香
し
て
慰

霊
。
そ
の
後
、
追
悼
の
清
興

が
披
露
さ
れ
た
。

　

筑
前
琵
琶
旭
会
の
米
村
旭

翔
師
が
、
司
書
公
の
勤
皇
家

と
し
て
の
功
績
や
壮
烈
な
最

期
と
、
京
都
を
追
わ
れ
大
宰

府
（
福
岡
県
太
宰
府
市
）
に

滞
在
中
の
三
条
実
美
卿
ら
五

卿
に
よ
る
司
書
公
助
命
工
作

を
う
た
い
上
げ
た
「
加
藤
司

書
」
を
献
奏
し
た
。
続
い
て

明
暗
流
尺
八
無
堂
会
の
方
々

が
「
虚
空
鈴
慕
」
を
献
笛
。

筑
前
今
様
道
場
宰
都
館
会
員

の
方
々
が
「
加
藤
司
書
公
」

を
献
吟
し
た
。

　

明
治
維
新
史
学
会
会
員
、

力
武
豊
隆
氏
は
「
加
藤
司
書

公
の
広
島
派
遣
に
つ
い
て
」

と
題
し
て
講
演
し
た
。

　

毎
回
、
綿
密
な
資
料
調
査

で
司
書
公
に
関
す
る
興
味
深

い
話
を
聞
か
せ
て
く
れ
る
追

悼
会
恒
例
の
講
演
で
、
今
回

は
「
元
治
元
年
（
一
八
六
四

年
）
十
二
月
、
広
島
城
内
の

征
長
軍
議
の
席
で
、
征
長
軍

総
督
お
よ
び
出
兵
諸
藩
代
表

を
前
に
、司
書
公
は〝
い
ま
、

国
内
で
争
っ
て
い
る
場
合
で

は
な
い
〟
と
熱
弁
を
ふ
る

い
、
征
長
軍
を
解
兵
さ
せ
た

…
。
こ
れ
は
有
名
な
話
で
す

が
」
と
の
前
置
き
で
、
禁
門

の
変
を
起
因
と
し
た
第
一
次

長
州
征
伐
の
際
の
司
書
公
の

広
島
派
遣
に
ま
つ
わ
る
舞
台

裏
を
聞
か
せ
て
く
れ
た
。

　

禁
門
の
変
（
同
年
七
月
十

九
日
）
は
、
長
州
藩
が
京
都

の
御
所
を
固
め
て
い
た
会

津
、
薩
摩
藩
を
攻
撃
し
た
戦

争
。
幕
府
が
長
州
藩
征
伐
に

乗
り
出
し
、
三
十
五
藩
十
五

万
の
大
軍
で
長
州
藩
に
総
攻

撃
を
か
け
よ
う
と
し
た
。

　

司
書
公
が
こ
れ
を
中
止
さ

せ
た
の
だ
が
、力
武
氏
は「
征

長
軍
の
戦
闘
意
欲
は
、
そ
れ

ほ
ど
高
く
は
な
か
っ
た
。
軍

の
解
兵
よ
り
む
し
ろ
、
京
を

追
わ
れ
た
三
条
卿
ら
五
卿
の

処
遇
が
問
題
だ
っ
た
」
と
解

説
し
た
。

　

そ
こ
で
、
司
書
公
は
、
五

卿
の
身
柄
は
福
岡
藩
が
引
き

受
け
る
こ
と
に
し
、
解
兵
に

こ
ぎ
着
け
た
の
だ
と
い
う
。

節信院

加
藤
司
書
公
並
び
に
勤
皇
党
諸
烈
士
追
悼
会

本
堂
埋
め
る
参
列
者

大勢の参列者で埋まった節信院の本堂
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福
岡
市
か
ら
南
東
に
約
五

十
㌔
。
農
業
と
観
光
の
町
と

し
て
知
ら
れ
る
福
岡
県
朝
倉

市
と
、
そ
の
隣
の
陶
芸
の
里

で
知
ら
れ
る
東
峰
村
は
、
昨

年
七
月
五
日
の
九
州
北
部
豪

雨
で
河
川
は
氾
濫
し
、
土
砂

崩
れ
で
押
し
流
さ
れ
た
立
ち

木
が
流
木
と
な
っ
て
家
屋
や

田
畑
を
襲
っ
た
。
短
い
根
が

つ
い
て
は
い
る
が
、
ま
る
で

人
の
手
で
皮
を
剥
い
だ
よ
う

な
姿
の
流
木
の
量
は
、
推
定

で
二
十
万
㌧
を
超
え
る
と
言

わ
れ
て
い
る
。

　

同
市
と
同
村
に
限
れ
ば
死

者
三
十
三
人
、
行
方
不
明
者

四
人
、
建
物
の
全
壊
二
百
四

十
四
件
、
半
壊
八
百
三
十
一

件
（
十
月
五
日
現
在
）
と
い

う
被
害
状
況
だ
っ
た
。

　

国
や
自
治
体
の
手
で
、
数

日
を
置
か
ず
に
応
急
の
復
旧

作
業
が
開
始
さ
れ
た
。
崩
壊

し
た
河
川
の
堤
防
に
は
大
き

な
土
の
う
を
並
べ
て
補
強

し
、
通
れ
な
く
な
っ
た
道
路

に
は
、
う
回
道
路
も
設
け
ら

れ
た
。

　

同
市
菱
野
の
堀
川
用
水
か

ら
水
を
く
む
灌
漑
（
か
ん
が

い
）
用
「
三
連
水
車
」
は
日

本
最
古
の
実
働
す
る
水
車
と

し
て
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ

て
い
る
。
同
市
の
観
光
の
シ

ン
ボ
ル
と
し
て
見
物
に
訪
れ

る
人
は
多
い
が
、
九
州
北
部

豪
雨
で
は
用
水
に
流
木
が
流

れ
込
み
土
台
か
ら
七
、
八
十

㌢
く
ら
い
ま
で
土
砂
で
埋
ま

っ
た
。
田
ん
ぼ
に
水
が
必
要

な
時
期
だ
っ
た
だ
け
に
農
家

や
自
治
体
が
復
旧
に
取
り
組

み
、
お
よ
そ
、
ひ
と
月
で
再

び
回
り
始
め
た
。

　

道
路
や
河
川
、
施
設
な
ど

の
復
旧
は
早
い
。
商
店
、
企

業
な
ど
も
早
々
に
立
ち
直
る

姿
が
見
受
け
ら
れ
る
。
し
か

し
、
家
を
失
う
な
ど
し
た
住

民
個
々
の
日
常
生
活
は
、
な

か
な
か
元
に
は
戻
ら
な
い
よ

う
だ
。

　

同
市
と
同
村
に
は
合
わ
せ

て
百
戸
を
超
え
る
仮
設
住
宅

が
建
設
さ
れ
、
人
が
住
む
。

自
治
体
が
民
間
賃
貸
住
宅
を

借
り
上
げ
る
「
見
な
し
仮

設
」で
暮
ら
す
人
々
も
い
る
。

　

個
人
に
と
っ
て
、
家
の
再

建
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
か

ろ
う
。
過
去
の
災
害
の
例
で

は
、
将
来
に
希
望
が
持
て
ず

に
気
力
を
失
う
人
も
い
た
。

公
的
な
手
だ
て
が
必
要
な
の

で
は
な
い
か
。

　

被
災
し
た
家
屋
の
、
床
下

の
土
砂
の
取
り
除
き
や
家
具

の
運
び
出
し
に
貢
献
し
て
い

る
の
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

人
た
ち
だ
。

　

泥
が
積
も
っ
た
床
下
に
潜

り
込
ん
で
重
い
土
砂
を
か
き

出
し
、
一
輪
車
で
運
ぶ
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
と
り

ま
と
め
役
の
非
営
利
法
人
な

ど
に
応
募
し
て
活
動
す
る
。

　

福
岡
で
は
、
Ｊ
Ｒ
博
多
駅

の
博
多
口
に
集
合
し
て
用
意

さ
れ
た
バ
ス
に
乗
っ
て
現
地

へ
向
か
う
姿
が
見
ら
れ
た
。

手
弁
当
。
バ
ス
代
千
円
も
自

腹
な
の
だ
。

　

福
岡
に
住
む
薬
剤
師
の
女

性
（
64
）
は
、
被
害
発
生
直

後
か
ら
土
曜
、
日
曜
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
バ
ス
で
現
地
を
訪

れ
、
九
月
末
で
十
回
は
行
っ

た
。「
実
家
が
農
業
で
、
水

害
に
も
遭
っ
た
こ
と
が
あ

る
。
ひ
と
事
で
は
な
い
で
す

か
ら
」
と
い
う
。

二
次
、
三
次
の
崩
壊
を
防
ぐ
た
め
、
大
型
の
土
の
う
を

積
ん
だ
川
の
護
岸

福岡からもボランティア続々

大きな爪痕残す
九
州
北
部
豪
雨

復
興
の
取
り
組
み
進
む

土
砂
に
埋
ま
っ
た
自
動
車

復
旧
し
た
「
三
連
水
車
」
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元
福
岡
市

議
会
議
員
で

福
岡
市
南
区

選
挙
管
理
委

員
会
委
員

長
、
玄
洋
社

記
念
館
理
事

の
進
藤
邦
彦

氏
が
昨
年
九

月
八
日
、
大

動
脈
瘤
（
り

ゅ
う
）
解
離

の
た
め
福
岡

市
の
病
院
で

逝
去
さ
れ
た
。
七
十
九
歳
だ

っ
た
。

　

同
十
一
日
、
福
岡
市
南
区

野
間
の
葬
祭
場
で
葬
儀
が
営

ま
れ
た
。
政
官
界
は
じ
め
地

元
で
あ
る
同
市
南
区
の
地
域

団
体
関
係
者
、
玄
洋
社
記
念

館
関
係
者
ら
大
勢
が
会
葬
し

た
。

　

進
藤
氏
は
玄
洋
社
記
念
館

　

訂
正　

平
成
29
年
９
月
１

日
付
１
面
「
廣
田
先
生
顕
彰

祭
を
斎
行
」
の
記
事
で
「
玄

洋
社
に
政
治
を
学
ぶ
議
員
の

会
」（
阿
部
真
之
助
会
長
）

と
あ
る
の
は
（
光
安
力
会

長
）
の
誤
り
で
し
た
。
お
詫

び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

　

◆
新
年
、
福
岡
市
博
物
館

で
「
新
収
蔵
品
展
」　

福
岡

市
博
物
館
（
福
岡
市
早
良
区

百
道
浜
三
）
は
、
一
月
七
日

（
日
曜
）
か
ら
「
第
29
回
新

収
蔵
品
展
」
を
開
催
す
る
。

　

同
博
物
館
が
平
成
二
十
六

年
度
に
収
集
し
た
歴
史
、
民

俗
、
美
術
の
各
分
野
の
資
料

か
ら
「
黒
田
長
政
像
」「
極
々

秘
書　

寸
美
奈
和
乃
記
」
な

ど
〝
ふ
く
お
か
の
歴
史
と
く

ら
し
〟
に
関
わ
る
資
料
が
展

示
さ
れ
る
。

　

同
博
物
館
は
、
新
た
に
収

集
し
た
資
料
を
整
理
、
調
査

し
た
上
で
毎
年
、
公
開
し
て

い
る
。

　

会
期
は
二
月
十
二
日
（
月

・
振
替
休
日
）
ま
で
。
月
曜

休
館
。た
だ
し
一
月
八
日（
月

・
祝
）は
開
館
し
翌
日
休
館
。

料
金
は
一
般
二
〇
〇
円
、
高

大
生
一
五
〇
円
、
中
学
生
以

下
は
無
料
。

の
創
設
者
で
玄
洋
社
第
十
代

社
長
、
元
衆
議
院
議
員
、
元

福
岡
市
長
、
故
進
藤
一
馬
先

生
の
甥
（
お
い
）。
一
馬
先

生
の
秘
書
を
経
て
、
福
岡
市

議
会
議
員
を
昭
和
六
十
二
年

か
ら
平
成
十
七
年
ま
で
五
期

二
十
年
務
め
た
。
一
馬
先
生

の
政
治
活
動
を
支
え
、
ま
た

玄
洋
社
記
念
館
理
事
と
し
て

一
馬
先
生
の
意
志
を
帯
し
て

運
営
に
腐
心
さ
れ
た
。

　

市
議
と
し
て
は
南
区
の
発

展
に
取
り
組
み
、
平
成
二
十

二
年
の
秋
の
叙
勲
で
地
方
自

治
功
労
に
よ
り
「
旭
日
小
綬

章
」
を
受
章
さ
れ
た
。
祝
賀

会
の
席
で「
今
後
の
人
生
は
、

玄
洋
社
先
覚
に
倣
っ
て
世
直

し
、
人
づ
く
り
に
関
わ
り
た

い
」
と
語
っ
て
お
ら
れ
た
。

賛
助
会
員
芳
名
録

　
（
平
成
29
年
９
月
11
日
受

け
付
け
分
ま
で
・
敬
称
略
）

　
　
　

▼
法
人
・
団
体
の
部

　
【
三
万
円
】

日
本
碍
子
清
洗
工
業
㈱

　
　
　
　
（
香
川
県
高
松
市
）

　
　
　

▼
個
人
の
部

　
【
三
万
円
】

花
田　
　

勲　
　
（
東
京
都
）

木
下　
　

隆　
　
（
福
岡
市
）

　
【
二
万
円
】

柴
田　

繁
一　
　
（
福
岡
市
）

　
【
一
万
円
】

堤
田　
　

智　
　
（
福
岡
市
）

樋
口　

義
則

　
　
　
　
（
福
岡
県
粕
屋
町
）

三
原　

朝
彦　
（
北
九
州
市
）

久
恒　

政
雄　
　
（
福
岡
市
）

山
城　

直
之　
　
（　

同　

）

酒
井　

智
堂　
（
鹿
児
島
市
）

岳　
　

康
宏　
　
（
福
岡
市
）

真
藤　

眞
榮　
　
（
東
京
都
）

狭
間　

直
樹　
　
（
京
都
市
）

箱
田　

克
輔　
　
（
狛
江
市
）

堀
内　

恭
彦　
　
（
福
岡
市
）

上
田　

一
郎

　
　
　
　
（
福
岡
県
粕
屋
町
）

加
藤　

幸
子

　
　
　
　
（
福
岡
県
古
賀
市
）

井
村　
　

哲　
　
（
福
岡
市
）

飯
島　

健
兒　
　
（
東
京
都
）

池
尻　

昭
文　
　
（
福
岡
市
）

　
　
　
　
　

＊

花

　田

　
　
　
　勲

児

　玉

　
　和

　久

㈲
日
産
企
画

　薬

　剤

　師

大 

江 

田

　
　

 

信

大 

江 

田

　美 

子

太
宰
府
市
宰
府
三
丁
目
四
│
二
十
一

☎
〇
九
二
│
九
二
四
│
六
二
九
六

〒
818-
0117

損
害
保
険
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

太
宰
府
天
満
宮
前
駐
車
場

漢
方
薬
相
談
　
と
お
り
ゃ
ん
せ

代
表
取
締
役
会
長

代
表
取
締
役
社
長

大
勢
の
参
列
者
が
訪
れ
、
し
め

や
か
に
執
り
行
わ
れ
た
葬
儀

故進藤邦彦氏

進藤邦彦理事ご逝去
進藤一馬先生を支える
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ー
書
と
人
物
ー

　

浦
辺
登
著
『
玄
洋
社
と
は

何
者
か
』（
平
成
二
十
九
年

七
月
、
弦
書
房
）
に
は
、
頭

山
満
書
「
殺
身
成
仁
」
の
四

文
字
が
表
紙
に
浮
か
び
上
が

っ
て
い
る
。
こ
の
文
字
は
福

岡
市
博
多
区
千
代
、
崇
福
寺

（
そ
う
ふ
く
じ
）
の
玄
洋
社

墓
地
に
あ
る
五
輪
塔
か
ら
採

っ
た
も
の
だ
。

　

同
書
を
紹
介
し
た
西
日
本

新
聞
（
九
月
十
七
日
、
読
書

欄
）
の
記
事
に
、
野
中
彰
久

記
者
が
、
玄
洋
社
を
テ
ロ
リ

ス
ト
集
団
と
み
る

人
も
い
る
が
、

　
〈
確
か
に
、
玄

洋
社
の
中
心
人
物

だ
っ
た
頭
山
満
は

「
殺
身
成
仁
」（
身

を
殺
し
て
仁
を
成

す
）
と
い
う
自
爆

テ
ロ
を
勧
奨
す
る

か
の
よ
う
な
言
葉

を
残
し
て
い
る
。〉

と
書
い
て
い
る
。「
自
爆
テ

ロ
を
勧
奨
す
る
か
の
よ
う
な

言
葉
」
と
い
う
の
は
全
く
の

誤
解
で
あ
る
。
最
近
は
フ
ェ

イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
（
虚
偽
の
情

報
）
が
話
題
に
な
る
が
、
誤

っ
た
情
報
で
も
い
っ
た
ん
活

字
に
な
る
と
、
無
条
件
で
そ

れ
を
信
じ
る
人
が
現
れ
る
。

活
字
に
す
る
こ
と
の
怖
さ
で

あ
る
。

　
「
殺
身
成
仁
」
の
書
に
つ

い
て
は
、
す
で
に
本
紙
一
二

三
号
（
平
成
二
十
八
年
一
月

一
日
）
で
取
り
上
げ
た
こ
と

が
あ
る
。

　
〈「
殺
身
成
仁
」（
身
を
殺

し
て
仁
を
成
す
）
の
出
典
は

論
語
で
す
。「
身
を
殺
し
て
」

は
自
分
を
犠
牲
に
す
る
、
と

い
う
意
味
で
す
。〉

　

そ
も
そ
も
「
殺
身
成
仁
」

は
論
語
に
あ
る
の
だ
か
ら
、

頭
山
満
が
残
し
た
言
葉
で
は

な
い
。
た
だ
、
自
分
を
犠
牲

に
す
る
の
だ
か
ら
と
、
深
く

考
え
ず
に
〝
自
爆
テ
ロ
〟
と

即
断
す
る
人
が
あ
っ
て
も
お

か
し
く
な
い
。
日
本
で
は
死

語
に
等
し
い
が
、「
殺
身
成

仁
」
が
韓
国
で
話
題
に
な
っ

た
こ
と
が
あ
る
。「
東
洋
経

済
日
報
」
の
記
事
を
同
サ
イ

ト
か
ら
引
こ
う
。「
東
洋
経

済
日
報
」
は
在
日
韓
国
人
に

よ
っ
て
発
刊
さ
れ
た
週
刊
新

聞
で
、「（
韓
日
）
両
国
の
掛

け
橋
で
あ
る
唯

一
の
経
済
専
門

紙
」。
Ｊ
Ｒ
新

大
久
保
駅
で
線

路
に
転
落
し
た

男
性
を
助
け
よ

う
と
し
て
韓
国

人
留
学
生
李
秀

賢
さ
ん
ら
三
人

が
亡
く
な
っ
た

事
故
。
記
憶
し

て
い
る
方
も
多
い
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
　

◆

（
二
〇
〇
一
年
二
月
二
日
の

記
事
）

「
殺
身
成
仁
」
を
体
現
し
た

李
秀
賢
さ
ん
、
韓
日
交
流
時

代
に
尊
い
犠
牲

　

駅
の
ホ
ー
ム
か
ら
落
ち
た

男
性
を
助
け
よ
う
と
し
て
自

ら
も
犠
牲
に
な
っ
た
韓
国
人

留
学
生
・
李
秀
賢
さ
ん
の
死

は
、
図
ら
ず
も
韓
国
人
留
学

生
の
存
在
と
韓
日
関
係
、
人

間
の
善
意
と
勇
気
を
世
間
に

知
ら
し
め
た
。（
略
）

　
「
殺
身
成
仁
の
崇
高
な
犠

牲
精
神
は
、
韓
日
両
国
民
の

心
の
中
に
永
遠
に
記
憶
さ
れ

る
で
し
ょ
う
」
と
金
大
中
大

統
領
は
、
弔
文
の
中
で
表
現

し
た
。「
殺
身
成
仁
」は
、「
自

分
の
命
を
犠
牲
に
し
て
も
仁

を
成
す
」
の
意
で
、
論
語
か

ら
来
て
い
る
と
い
う
。（
略
）

　
　
　
　
　

◆

　
〝
自
爆
テ
ロ
〟
と
い
う
理

解
が
い
か
に
誤
っ
て
い
る
か

は
明
ら
か
だ
。
韓
国
語
で
は

殺
身
成
仁
が
自
動
詞
に
な

る
、と
い
う
。
自
発
的
に「
仁

を
成
す
」
の
で
あ
っ
て
、
他

人
に
言
わ
れ
た
か
ら
で
は
な

い
し
、
ま
し
て
他
人
に
「
勧

奨
す
る
」
も
の
で
も
な
い
。

以
下
に
見
る
通

り
、
他
人
を
巻

き
込
む
の
は

「
殺
身
成
仁
」

の
対
極
に
あ

る
。
そ
れ
は
志

士
仁
人
の
所
行

で
は
な
い
。

　

出
典
は
論

語
。原
文
は「
子

曰
、
志
士
仁
人
、
無
求
生
以

害
仁
、
有
殺
身
以
成
仁
。」

　
「
子
曰
く
、
志
士
仁
人
は

生
を
求
め
て
以
て
仁
を
害
す

る
こ
と
な
く
、
身
を
殺
し
て

以
て
仁
を
成
す
こ
と
あ
り
。」

　

勤
王
の
志
士
な
ど
と
い
う

時
の
「
志
士
」
の
典
拠
が
こ

れ
だ
。
子
ど
も
向
け
に
わ
か

り
や
す
く
訳
し
た
サ
イ
ト

（「
新
潟
小
川
屋
」
の
中
の

「
衛
靈
公
第
十
五 

３
９

７
」、
た
だ
し
店
舗
の
サ
イ

ト
と
は
リ
ン
ク
し
て
い
な

い
）
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
れ

を
借
り
る
と
こ
う
な
る
。
傍

線
部
が「
有
殺
身
以
成
仁（
身

を
殺
し
て
以
て
仁
を
成
す
こ

と
あ
り
）」
に
相
当
す
る
。

〔
子
供
論
語　

意
訳
〕

孔
子
様
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
、

「
志
が
高
く
愛
情
深
い
人

は
、
人
は
ど
う
な
ろ
う
と
自

分
だ
け
は
助
か
り
た
い
な
ど

と
考
え
る
こ
と
が
な
い
。
む

し
ろ
、
自
分
は
助
か
ら
な
く

と
も
人
を
助
け
よ
う
と
考
え

て
い
る
」と
。（
ル
ビ
は
略
。）

　
「
殺
身
成
仁
」
で
称
揚
さ

れ
て
い
る
の
は
、
誰
も
が
認

め
る
よ
う
な
、
人
と
し
て
の

気
高
い
生
き
方
で
あ
る
。
五

輪
塔
正
面
の
「
先
亡
霊
塔
」

と
裏
面
の
「
殺
身
成
仁
」
は

対
に
考
え
な
い
と
い
け
な
い

の
だ
。
言
い
換
え
る
と
、
頭

山
満
は
「
こ
こ
に
志
士
仁
人

眠
る
」（
君
た
ち
は
人
の
模

範
に
な
る
よ
う
な
立
派
な
生

き
方
を
し
た
）
と
書
い
て
い

る
の
で
あ
る
。

付
記　

五
輪
塔
「
獨
朗
天

眞
」
の
四
文
字
は
天
台
宗
の

仏
教
用
語
「
天
眞
獨
朗
」
に

該
当
す
る
。「
凡
夫
が
生
死

を
超
え
て
仏
と
な
る
こ
と
」

（
大
辞
林
第
三
版
、
前
後
を

略
し
て
引
用
）

玄
洋
社
関
係
史
料
の
紹
介

石
瀧

　豊
美

第 71 回

同
時
代
か
ら
見
た
頭
山
満

⑮
写真１　玄洋社墓地全景。中央の
五輪塔の正面には上から獨・朗・
天・眞の四文字、最下段に「先亡
霊塔」と書かれている（最下段は
確かに頭山満の書）。昭和十一年
十月改葬の折、立ち並んでいた玄
洋社員の墓標を整理し、全物故者
を弔うために五輪塔が建てられた
もの。

写真２　五輪塔最下段の裏面
と右側面。「殺身成仁」が頭山
満書。物故した玄洋社員の生
き方を「殺身成仁」と表現し
たもの。


